私立大学図書館協会西地区部会

2008(平成20)年度第1回九州地区協議会議事録

日　　時：2008(平成20)年４月17日（木）　　15：00～17：30

会　　場：ロワジールホテル長崎　４階　「花鳥風月」の間 

    　　　（〒850-0918 長崎県長崎市大浦町2-33）
出 席 者　　43館78名

欠 席 館　　 9館

開  　会

当番校挨拶　　　　活水女子大学図書館　　図書館長　田中　俊廣

理事校挨拶　　　　福岡大学図書館　　　　図書館長　平兮　元章

議長選出        　慣例により、当番校の田中俊廣館長が選出された。
議長挨拶　　　　　活水女子大学図書館　　図書館長　田中　俊廣

新規加盟館紹介　　新規加盟予定館　日本赤十字九州国際看護大学図書館
　　　　　　　　　　　※加盟の承認は９月の総会で行われる。　　　　　　

出席者自己紹介

議　　　事

1. 報告事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
福岡大学から、資料をもとに以下について報告がなされた。

(1)　九州地区協議会関係　

① 第1回定例幹事会

聖ﾏﾘｱ学院大学が加わり加盟館が52館になった等の報告。
② 研究会準備委員会

2007年度幹事校の熊本学園大学からの報告及び2008年度幹事校九州国際大学より実施案の報告。

③ 第2回定例幹事会

2008年度協議会当番校活水女子大学より実施案の報告、2008年度表彰委員館、編集委員館の選出、2011年、2012年の役員、当番校の確認及び依頼。

(2)　九州地区大学図書館協議会関係

九州地区大学図書館協議会総会　（2008年4月18日開催）

(3)　西地区部会関係

① 2007年度西地区部会会務報告

② 2008年度西地区部会事業計画(案)及び予算(案)

③ 2008年度予算の暫定執行

④ 2008度西地区部会総会開催要領(案)<含館長懇話会>

・2008年6月13日(金)　愛知学院大学にて開催
⑤ 2008年度西地区部会研究会概要

・2008年8月29日(金)　広島経済大学にて開催 ﾃｰﾏ「私立大学図書館の未来」
　⑥ 西地区部会関連2008年度予定表
⑦ 役員校・当番校等一覧

　※なお、詳細は6月に開催される2008年度西地区部会総会で報告される。

また、総会及び研究会に参加の依頼があった。

(4)　私立大学図書館協会関係
　① 2007年度協会会務報告 

② 2007年度協会賞審査委員会・研究助成委員会報告
　

③ 国際図書館協力委員会報告
④ 協会ホームページ委員会報告
⑤ 協会関連事項報告    　

⑥ 同一法人複数大学の加盟・会費について
⑦ 1大学複数加盟について

⑧ 協会ホームページの加盟館名簿リニューアルについて

⑨ 2008年度事業計画(案)について

⑩ 「会則」第１２条、１３条役員校選出部分の対応について

⑪ ＩＦＬＡ退会について

2008年度に予定していたが事務手続きの都合で2009年度退会になった。


⑫ 行事・会議予定

総会・研究大会　2008年9月11日(木)～12日(金)　國学院大にて開催

※なお、詳細は9月に開催される総会で報告される。

報告事項の私立大学図書館協会関係　⑪ＩＦＬＡからの退会理由について質問があり、理事校の福岡大学より、以下のような説明があった。

ＩＦＬＡについて、私立大学図書館協会はほとんど利用してなく、継続してもあまりメリットがないため退会する事になった。

　他に、質問等なく、理事校からの報告事項は、了解された。

2. 協議事項

(1) 九州地区協議会関係

① 地区部会研究会の本会からの研究発表者発掘について

福岡大学から、以下のような説明と提案があった。

2008年度研究発表者として、当初、福岡大学の工藤氏を推薦していたが、8月29日開催の西地区部会研究会での発表者が予定よりも多く、スケジュールの都合上、発表者を調整することになった。そのため、工藤氏は、昨年も発表されたので、本人のご了解を得て、辞退することになった。

なお、九州地区協議会研究会等での研究発表者が少なく大変苦慮している。

そこで地区を越えていろいろな方々に発表してほしいとの協力要請があった。

② 九州地区協議会研究会について

    　当番校の九州国際大学室長より、以下のような説明と提案があった。

2008年9月26日(金)に九州国際大学で開催予定である。日程の変更は無いが、講演について、以下のような理由で、変更したい。

当初：九州国際大学　安藤友張氏「公共図書館における指定管理者制度」

変更：長崎大学　長澤多代氏　大学図書館が実施する学習支援に関して

(正式演題は未定)

理由

昨年11月の九州地区研究会準備委員会で、公共図書館についての講演よりも大学図書館に関する講演が良いのではないかということになり協議した結果、安藤氏から長澤氏への変更となった。なお両氏には内諾を得ている。
(2)　 九州地区大学図書館協議会関係
　　① 平成20年度九州地区大学図書館協議会の役員校について

福岡大学から、以下のような提案があった。(両大学には内諾を得ている。)

表彰委員館　別府大学

編集委員館　鹿児島国際大学

協議事項について、特に質問や意見もなく、原案通り承認された。

3. 承合事項
   当番校の活水女子大学より、承合事項回答綴について以下のような報告があった。

承合事項に対する各図書館の回答は、各大学に、紙ファィルの「承合事項回答

綴」１冊を配布している。

なお、承合事項回答は、各大学からの回答を、そのまま印刷している。

(1)　寄贈資料の受入規程および基準について（鹿児島国際大学）

提案校である鹿児島国際大学より、以下について提案理由の説明があった。

（理由）書架スペースが狭くなった。受入基準が無い。また価格の無い資料の価格のつけ方を知りたい。そのための参考資料があれば教えてほしい。

(2)　図書館の地域開放について（志學館大学）

提案校である志学館大学より、以下について提案理由の説明があった。

(理由) 以前は国分市立図書館と相互協力して延滞催促など行なっていた。

市町村合併後霧島市となった。霧島市立図書館が不便な場所にあったので３００円で利用証を発行して開放している。そこでこれから起こるであろう問題に対する対処法を伺いたい。

(3) ILL複写依頼、相互貸借業務について（別府大学）

提案校である志学館大学より、以下について提案理由の説明があった。

  (理由)　卒論など集中する時期は殺到し処理が遅れてしまい利用者に迷惑をかけている。何か良い解決法は無いか。

上記の承合事項についての回答内容に、特に、質問や意見もなく、不明点については、直接、当該大学に問い合わることとした。

4. 確認事項

(1)　 九州地区協議会HP及びMLの運用について

福岡大学から、資料をもとに以下のような説明があった。

加盟館の内、２校がMLのアカウントが未掲載となっているので掲載可能であれば福岡大学まで連絡いただきたい。また、その他訂正等がある大学もあわせて福岡大学まで連絡してほしい旨の依頼があった。

(2) 外国新聞分担保存について

幹事校である久留米大学から、資料をもとに以下のような説明があった。

　　　外国新聞分担保存変更点と保存協力の依頼、次期当番校は、熊本学園大学が担当する。

　　　　　　　　　

(3) 九州地区協議会役員校等ローテーション表(2008年度版)及び同表解説。

(4) 九州地区協議会年度別幹事校

福岡大学から、資料をもとに以下のような説明があった。

ローテーション表どおり平成24年度までは各校に了解を得ている。

研究発表ローテーション校も平成24年度までは各校に了解を得ている。

※　研究発表ローテーション校

　　　平成23年度　九州女子大学・福岡経済大学・立命館アジア太平洋大学・

　　　　　　　　　 九州保健福祉大学（依頼中）

　　　平成24年度　崇城大学・西九州大学・福岡歯科大学・宮崎国際大学
(5) 本会関係行事・会議等スケジュール

福岡大学から、配布資料に記載の標記スケジュール等の説明があり、重ねて研究発表者の協力依頼があった。

確認事項について、特に、質問、意見もなく、原案通り承認された。

5.その他
　福岡大学から、資料をもとに以下について紹介がなされた。


(1) 2008(平成20)年度の当番校・幹事校・役員校等の紹介
・2009年度当番校 名桜大学図書館長 高宮城繁氏より次期当番校の挨拶があった。

○　最後に、加盟各館の現状や各館が抱えている問題点や懸案事項について、情報交換をおこなった。

（議事録に残さない、フリートーキングとして形式でしたので、割愛する。）

閉　会　

以上

（記録：活水女子大学図書館）
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